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道央自動車道

図面の種類

図面番号縮     尺

事務所名
東日本高速道路株式会社　北海道支社

設計会社名

施工会社名

R９北広島管内舗装補修工事

北広島管理事務所

－

－

萩野橋　橋梁一般図
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道央自動車道

東日本高速道路株式会社　北海道支社

北  広　島　管　理　事　務　所

長都川橋　橋梁一般図（２） 
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お手洗い棟
ハイウェイショップ

交通誘導警備員Ｂ２

ラバコーン(反射帯付)

仮通路設置範囲

仮通路不要範囲

お手洗い棟
ハイウェイショップ

お手洗い棟
ハイウェイショップ

輪厚ＰＡ（下り線）歩道改良施工ステップ図

図面番号

事務所名

施工会社名

縮　尺

図面の種類

設計会社名

輪厚ＰＡ（下り線）

－

北　広　島　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社  北海道支社

輪厚ＰＡ（下り線）歩道改良

・配置される交通誘導警備員は、工事車両の監視、誘導を行うものとする。

記号説明事項

道東自動車道

Ｒ９北広島管内舗装補修工事

－

 8  /  8 

舗装取壊工施工時 インターロッキングブロック舗装施工時

・インターロッキングブロック舗装施工時の交通誘導警備員の配置は原則不要とする。

・上記図は輪厚ＰＡ（下り線）インターロッキングブロック舗装施工時の標準配置とする。

　インターロッキングブロック舗装施工時は施工範囲にはラバコーン等を設置し、作業を行うものとする。

・配置は作業時間のみとし、交代要員は不要とする。

・舗装取壊工施工時は、施工範囲にはラバコーン等を設置し、作業を行うものとする。

・上記図は輪厚ＰＡ（下り線）昼間開放時（休工時）の標準図とし、交通保安要員は配置しない。

昼間開放時（休工時）

・店舗及び売店前はゴムマット等用いて段差解消し、仮通路を設けるものとする。
歩道改良施工ステップ図

　仮通路不要箇所は、ラバコーン及びコーンバー等を用いて侵入防止対策を実施するものとする。


